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京都大学複合原子力科学研究所（以下、京大複合研）の臨界集合体実験装置を用いて、燃料デブリ取

出し時に使用を検討している高濃度五ホウ酸ナトリウム水（以下、ホウ酸水）による臨界防止性能にかか

る核的精度確認試験を実施し、計算コードによる臨界計算の 誤差評価（不確定さの評価）を行った。なお、

試験には 6,000ppm および 12,000ppm のホウ酸水を使用した。 
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1. 緒言 

燃料デブリ取出し時においてホウ酸水を使用して臨界防止を行う場

合、これまでの国内外の軽水炉において使用されているホウ素濃度より

高いホウ素濃度のホウ酸水が使用される可能性がある。そのため，本研

究では京大複合研の臨界集合体実験装置(KUCA)を用いて、高濃度ホウ

酸水を用いて核的精度確認試験を実施し、計算コードによる臨界計算の

誤差評価（不確定さの評価）を行った結果を報告する。なお、試験では

6,000ppm および 12,000ppm の試料を装荷することによる反応度変化を

中性子源増倍法等を用いて測定した。 

2. 臨界実験の概要 

臨界実験は、KUCA(A 架台)を使用し、図 1 に示す炉心により実施し

た。溶解性中性子吸収材は図 2 に示すようにアクリル容器に密封封入した

うえでアルミ容器に入れ、図 1[れ 14]の位置に装荷した。なおホウ水サン

プルの設置位置が炉心高さ方向中央となるように、上下にポリエチレン

(PE)を装荷した。試験は、6,000ppm、12,000ppm について実施した。また、

別途体系の H/U を変化させた試験も同様に実施した。 

3. 計算コードの精度確認結果 

 モンテカルロ計算コード MVP2.0(JENDL4.0 ライブラリ)を用いて、臨界

実験体系をモデル化し、計算コードの精度確認を実施し

た。再現計算の結果を図 3 に示す。6,000ppm, 12,000ppm

のいずれにおいても、実験での測定値との差は小さく、

よい一致を確認した。また、ホウ素濃度が上昇すること

による誤差傾向に変化がないことが確認できた。 

4. 結論 

ホウ素濃度が高濃度となった場合でも計算コードの誤

差が既存の臨界実験で得られている誤差と同程度となる

ことを確認した。 
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図 2 五ホウ酸ナトリウム水サンプル 

図3 吸収材価値の測定値と計算値の比較 
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